






















頻度を測定する Ruminative Responses Scale（RRS; 
Nolen-Hoeksema & Morrow, 1991） の 得 点 が 高 い
（e.g., Beevers, Rohde, Stice, & Nolen-Hoeksema, 
2007; Joormann, Dkane, & Gotlib, 2006），RRS 得
点は抑うつの持続・重症化や MDD の発症・再発を予
測する（e.g., Just & Alloy, 1997; Nolen-Hoeksema, 
2000;  Spasojevic & Alloy, 2001）ということが示さ
れている。また，抑うつ傾向高群や急性期の MDD 群
に対して実験的に抑うつ的反すうを誘導すると，①抑
うつ気分の増加（e.g., Nolen-Hoeksema & Morrow, 
1993），②自己・状況・未来に対する否定的解釈の増加
（Lavender & Watkins, 2004; Lyubomirsky & Nolen-
Hoeksema, 1995; Lyubomirsky, Tucker, Caldwell, 
& Berg, 1999），③非機能的態度や抑うつ的な原因帰
属スタイルの増加（Kuehner, Huffziger, & Liebsch, 
2009; Lo, Ho, & Hollon, 2010），④社会的問題解決に
おける，案出される解決策のステップ数や有効性の低下
（Donaldson & Lam, 2004; Kao, Dritschel, & Astell, 
2006; Lyubomirsky & Nolen-Hoeksema, 1995; 





　Depressive Rumination Interview Task （DRI task） is an interview task which assesses the perseveration 
of depressive rumination with the method which does not depend on participant’s self report.  The purpose 
of the present study was to examine changes of depressive, positive, and anxious moods over the course 
of the DRI task.  Sixty one undergraduate and graduate students participated in this study.  It was showed 
that depressive mood increased and positive mood decreased after the DRI task, but anxious mood did not 
change.  These findings indicated that cognitive processes during the DRI task are similar with depressive 
rumination.  The extent of mood changes in dysphoric individuals and nondysphoric ones over the course 
of the DRI task did not differ.  Rumination steps emitted in the DRI task, which is assumed to assess the 
perseveration of depressive rumination, did not correlated with each mood change.  Author discussed how to 
improve the procedure of the experiment in order to examine construct validity of the rumination steps.
抑うつ的反すう面接課題の実施前後で生じる気分の変化
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& Nolen-Hoeksema, 1993; Lyubomirsky et al., 
1999），⑥意思決定を行う際の困難さの増加と自信の低
下（van Randenborgh, de Jong-Meyer, & Hüffmeier, 
2010），⑦ネガティブな自己言及情報の符号化の促進
（Moulds, Kandris, & Williams, 2007），⑧ネガティブ
な侵入的記憶の想起数や苦痛度の増加（Lyubomirsky, 
Caldwell, & Nolen-Hoeksema, 1998; Williams & 
Moulds, 2010），⑨自伝的記憶の概括的な検索の増加
（Park, Goodyer, & Teasdale, 2004; Sutherland & 
Bryant, 2007），⑩認知的コントロール（特にスイッチ
ング）の妨害（Philippot & Brutoux, 2008; Watkins 





（Ehring, Frank, & Ehlers, 2008），社交恐怖（Joormann 
et al., 2006），摂食障害や物質乱用（Nolen-Hoeksema, 
Stice, Wade, & Bohon, 2007; Rawal, Park, & 
Williams, 2010），および境界性パーソナリティ障害
















る ” といった質問項目に対して，“1. ほとんどなかった ”














いる（e.g., Ehring et al., 2008; Hawksley & Davey, 
2010; Watkins & Mason, 2002）。長谷川（印刷中）
はこれらの方法を参考とし，抑うつ的反すう面接課題













1999）の “ 否定的考え込み（Negative Rumination; 
NR）” の得点との間に正の有意傾向の相関係数が得ら
れ（r=.24, p=.06），また，抑うつ傾向を測定する日本
語版 Zung 自己記入式抑うつ性尺度（the Zung Self-


























る。本研究の意義の 2 点目は，DRI 課題を用いて抑う
つ的反すうの持続過程を探索する，今後の研究のための
足掛かりとなることである。抑うつ的反すうの持続過
程を説明する理論の 1 つとして，Mood-as-Input 仮説
（Davey, 2006; Meeten & Davey, 2011）が挙げられる。
この理論では，抑うつ的反すうや心配といったネガティ
ブな反復的思考は，ネガティブ気分と “ できるだけ考え




け考え続けるルール ” が “ 気が向く限り考え続けるルー
ル（“feel like continuing” stop rule）” に切り替わっ
た時のどちらかであると考えられる。Davey, Eldridge, 














Hoeksema & Morrow, 1993）を踏まえると，DRI 課
題の実施後に参加者の抑うつ気分が増加することが予想
される（仮説 1）。また，ポジティブ気分の喪失は抑う
つと密接に関わっているため（e.g., Brown, Chorpita, 











る（e.g., Nolen-Hoeksema & Morrow, 1993）。この実
験の手法に倣い，本研究では実験参加者を抑うつ状態の




















を服用している者を除外した 20 歳以上の大学生 65 名
を対象に実験を行った。そのうち，DRI 課題において実
験者の説明とはかけ離れた回答をした 2 名と，DRI 課
題において回答が止まらなかったために課題を途中で中
断した 2 名のデータを除外し，61 名（男性 23 名，女











されている。また，7 日間の間隔を空けて 2 度実施され























ら ”）を 1 つずつ提示した。参加者には回答を，A5 の
紙の縦約 1.5cm の記入欄の中に，横一行で収まるよう
に，一文で，簡潔に記入するよう伝えた。また，参加者





















度（長谷川・根建 , 2011），SDS，および DAMS など
への回答を求めた。そして，参加者に DRI 課題を実施








　全参加者の SDS の平均得点は 39.96（SD=8.38）で
あり，ステップ数の平均は 8.26（SD=6.89）であった。










　続いて，SDS の平均得点以上（40 点）の 33 名を
SDS 高群，平均得点以下の 28 名を SDS 低群として，
群間における DAMS の各因子得点の推移を比較した。
各群の各段階における DAMS の平均得点と標準偏差を
Table 1　全参加者の DAMS の各因子の平均得点と標準偏差
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た。以上より，仮説 1―3 が支持された。DRI 課題を実
施した結果生じた気分の変化は，①抑うつ傾向高群に抑
うつ的反すうの誘導をすることにより抑うつ気分が増加
するという知見（e.g., Nolen-Hoeksema & Morrow, 
1993），②ポジティブ気分の喪失は抑うつと密接に関
わっているという示唆（e.g., Brown et al., 1998; 福
井 , 1997），および③抑うつ的反すうが抑うつと密接に
関わり，不安との関連性が弱いという理論的示唆（e.g., 
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